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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成26年9月4日(2014.9.4)

【公開番号】特開2013-46615(P2013-46615A)
【公開日】平成25年3月7日(2013.3.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-012
【出願番号】特願2012-196103(P2012-196103)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/15     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/74     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ   1/02    ＺＮＡ　
   Ｇ０１Ｎ  33/15    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  37/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  35/74    　　　Ａ
   Ａ６１Ｐ  17/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月16日(2014.7.16)



(2) JP 2013-46615 A5 2014.9.4

【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　ＮＦ－κＢのコンセンサス結合配列（５’－ＡＧＴ ＴＧＡ ＧＧＧ ＧＡＣ ＴＴＴ Ｃ
ＣＣ ＡＧＧ Ｃ－３’）或いはＡＰ－１のコンセンサス結合配列（５’－ＣＧＣ ＴＴＧ 
ＡＴＧ ＡＧＴ ＣＡＧ ＣＣＧ ＧＡＡ－３’）（配列表等については、明細書の［SEQUEN
CE LISTING］を参照）を含む一本鎖３２Ｐ標識オリゴヌクレオチドプローブと共に核抽出
物をインキュベートし、電気泳動によって分離し、オートラジオグラフィーによって可視
化した。特異的ＮＦ－κＢサブユニット抗体を用いてＥＭＳＡスーパーシフトを行った。
ＥＭＳＡ、ウェスタンブロッティング（タンパク質及びリンタンパク質）、プロモーター
特異的レポーター解析及び標的遺伝子発現（例えば、ｆｏｓ及びｊｕｎ）によって、ＮＦ
κＢ及びＡＰ－１のシグナル伝達に対するＢ．テタイオタオミクロンの作用を測定した。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
ＱＩＡａｍｐ ＤＮＡ Ｓｔｏｏｌ Ｍｉｎｉ Ｋｉｔ（キアゲン社、英国、クローリー）を
用いてＤＮＡを抽出、精製した。ＰＣＲはテング（Teng）らの方法（２０００年）に基づ
いた。テング（Teng）ら（２０００年）によって同定されたプライマー対、即ち、５’－
ＴＧＧＡＧＴＴＴＴＡＣＴＴＴＧＡＡＴＧＧＡＣ－３’（ＢＴＨ－Ｆ）及び５’－ＣＴＧ
ＣＣＣＴＴＴＴＡＣＡＡＴＧＧＧ－３’（ＢＴＨ－Ｒ）（配列表等については、明細書の
［SEQUENCE LISTING］を参照）はシグマジェノシス社（英国、ケンブリッジ）から購入し
た。ＴａｑＰＣＲ Ｃｏｒｅ Ｋｉｔ（キアゲン社、英国、クローリー）から入手した試薬
に基づく反応混合物（５０μｌ）には、上記２種類のプライマー（５０ｐｍｏｌ）、ｄＮ
ＴＰ混合物（１０ｎｍｏｌ）、１０Ｘ Ｑｉａｇｅｎ ＰＣＲバッファー（５μｌ）、５Ｘ
 Ｑ溶液（１０μｌ）、サンプル（１０μｌ）及びＴａｑＤＮＡポリメラーゼ（１．２５
Ｕ）が含まれていた。ホットスタートＰＣＲプログラムを用いた。ＴａｑＤＮＡポリメラ
ーゼを含まない反応混合物を９４℃で１５秒間加熱した後、（９４℃×１０秒、５５℃×
３０秒、７４℃×１分）のサイクルを３５回行って加熱し、更にその後（７４℃×２分、
４５℃×２秒）のサイクルを１回行って加熱した。アンプリコンを臭化エチジウム（１μ
ｇ／ｍｌゲル）を含むアガロースゲル（１０ｇ／ｌ）で分離した。糞便及びＢ．テタイオ
タオミクロンからＤＮＡと共に単一アンプリコン（７２１ｂｐ）を得た。これらのアンプ
リコンの配列は互いに一致しており、また公表された配列（テング（Teng）ら、２０００
年）とも一致することが分かった。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】配列表
【補正方法】追加
【補正の内容】
【配列表】
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